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比較現代日本論研究演習 III／現代日本論演習 
大学院生対象：2011 年度後期  

＜木２＞コンピュータ実習室 (文学部本館 7F 711-2) 授業コード=LM24206,LB64206  

授業の概要 (『講義概要』記載内容) 

授業題目 

実践的統計分析法／応用統計分析  

学習目標 

さまざまな統計分析手法を理解し、使いこなせるようになる  

授業内容 

研究の現場で必要となる統計分析手法は、分析の目的とデータの特徴によってさまざまです。この授

業の前半では、推測統計学の基本的な概念について解説し、統計的推定および検定の方法について学

びます。後半では、さまざまな分析手法をとりあげて、それらの特徴と使い方を習得していきます。

どのような分析手法をとりあげるかについては、受講者の関心と必要性を考慮します。統計解析パッ

ケージを使ってデータ分析の実習をおこないます。  

履修要件 

1 学期／5 セメスタ開講の 比較現代日本論研究演習 I「統計分析入門」／現代日本論演習「統計分析

の基礎」を履修済みか、それと同等の知識を習得済みの者を対象とする。  

教科書 

吉田寿夫 (1998)『本当にわかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩の統計の本』北大路

書房。  

成績評価の方法 

各回の授業中の課題 (50％)、中間試験 (20%)、期末レポート (30%) を合計して評価する。  

授業の予定 

目次 

1. 推測統計 (10/6～10/27)  

2. 相関係数 (11/10～11/17)  

3. 中間試験 (11/24)  

4. 変数をキーにした分析 (12/1～12/8)  

5. 多変量解析 (12/15～1/19)  

6. 期末レポート (2/2 提出期限)  

※（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしていますが、 実際の授業の進行状況によっ

て前後にずれることがあります。  

1. 推測統計 

• 推測統計の基礎  

• 確率密度と理論分布  

• 標本誤差の推定  

• 平均値の点推定・区間推定  

• 平均値の差の区間推定と t 検定  

• 連関係数の区間推定と χ2 検定  

• サンプル・サイズと検定力  

• 誤差の対策  

2. 相関係数 

• 尺度水準について復習  

• 相関図  

• Kendall の順位相関係数  

• Spearman の順位相関係数  

• Pearson の積率相関係数  

• 相関係数行列  

• 欠損値の処理 (pairwise/listwise)  

3. 中間試験 

4. 変数をキーにした分析 

• 個体間変動と変数間変動  

• 対応のある分析  

• 2 項検定  

• ハッセ図の利用  

5. 多変量解析 

重回帰分析? (受講者の興味と必要性によります)  

6. 期末レポート 

 

連絡先 

田中重人 (東北大学文学部日本語教育学研究室)  

〒: 980-8576 仙台市青葉区川内 27-1 文学部・法学部合同研究棟 2F  

E-mail: tanakas2009＠sal．tohoku．ac．jp  

WWW: http://tsigeto.blog.fc2.com/blog-category-3.html  

オフィス・アワーは定めていない。質問等がある場合は、あらかじめ適当な時間に予約をとること。  

受講者への連絡は、基本的に、授業においてまたは文学部 2F 教務係前の掲示板においておこなう。

ただし、休講などで緊急を要する連絡は、田中の個人ブログ (School カテゴリの記事) に掲載する

ことがある。 http://www.sal.tohoku.ac.jp/~tsigeto/newsj.html を参照。  
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比較現代日本論研究演習 III／現代日本論演習 (田中重人) 

第 1 講「推測統計の基礎」(2011.11.7) 

1. 記述統計と推測統計 

2. 無作為抽出 

3. 点推定と区間推定 

4. 2 項分布 

――――――――― 2 ――――――――― 

【記述統計と推測統計】 
記述統計 (descriptive statistics) 

＝データ (ケース) の特徴を 
   数値や図表にまとめる  

 
推測統計 (inferential statistics) 

＝確率的な誤差を考慮して、 
  母集団の特徴を推測する 

 
(教科書 pp. 3–5) 

――――――――― 3 ――――――――― 

【無作為抽出】 
random sampling 

母集団から計画標本を選ぶ際に、 

すべての個体の抽出確率が等しくなる 

ように抽出する 

「等確率標本」(probability sample) 
 

――――――――― 4 ――――――――― 

袋のなかに色つきの玉が 100 個入っている: 

 赤色: 60 個 
 青色: 20 個 
 黄色:  4 個 
  …… 

この袋から玉をひとつ取り出したとき、その

色は……? 

――――――――― 5 ――――――――― 

全世界から n 人を無作為抽出したとき、 
そのなかに○○は何％ふくまれるか? 
 
 
 

→ ２項分布

――――――――― 6 ――――――――― 

【母集団特性の推定】 
全世界から 8 人を無作為抽出: 

 うどん が好き: 8 人 
 そば  が好き: 0 人 

うどんが好きな人の比率は? 

 

――――――――― 7 ――――――――― 

【区間推定】 
interval estimation 

「答えは たぶん この範囲内にある」 
↓ 

信頼率 (confidence level) を適当に設定して 

信頼区間 (confidence interval) を求める 

     

――――――――― 8 ――――――――― 

【区間推定の原理】 
(1) 「信頼率」を決めておく  (たとえば 95%) 

(2) データから統計量を計算する 

(3) 母集団分布についていろいろなケースを

想定する。その想定のもとでの標本統計量 

の確率分布を計算し、95%の確率で出現す

る範囲を確定する。 

――――――――― 9 ――――――――― 

(4) この範囲のなかに、データから求めた統計

量の値がふくまれるかを調べる 

(5) (4) の条件を満たす想定ケースのすべて

について統計量を求める 

(6) (5) で求めた値の集合が 

「95%信頼区間」である 



――――――――― 10 ――――――――― 

標本比率mはわかっているが母比率Mが不明 

の場合の区間推定 

 

m=1 のとき M は?  (n =8 とする) 

 

――――――――― 11 ――――――――― 

多めに出てしまっている可能性: 

M を適当に仮定して  

8 回「うどん」が出る確率 を計算する 

もし M＝0.9 なら…… 

もし M＝0.8 なら…… 

もし M＝    なら…… 
m = 1 になる確率が 2.5%以上である M の範囲は? 

――――――――― 12 ――――――――― 

すくなめに出ている可能性も同様に: 

 

 

 

 

m = 1 になる確率が 2.5%以上になる M の範囲は? 

――――――――― 13 ――――――――― 

【もっと複雑な例】 
全世界から 400 人を無作為抽出: 

 うどん が好き: 240 人 
 そば  が好き: 160 人 

うどんが好きな人の比率は? 

――――――――― 14 ――――――――― 

【確率の理論分布】 

特定の仮定から 
理論的に導出された確率の分布 
例：硬貨を投げるとき 

表が出る → 

裏が出る → 

――――――――― 15 ――――――――― 

【2 項分布】 
Binomial distribution 

硬貨を n 回投げる。 
表が出る回数を x とする。 
n = 4 のとき、 x はどのような値を 
どのような確率でとるか? 

――――――――― 16 ――――――――― 

【計算方法】 
表=1, 裏=0 であらわすと 

 0 0 0 0 (x=0) 
0 0 0 1 (x=1) 
0 0 1 0 (x=1) 
0 0 1 1 (x=2) 
............... 
1 1 1 1 (x=4) 

の16通り。それぞれ等しい確率 (1/16) で起こると考える。 

――――――――― 17 ――――――――― 

n = 4, 確率= 0.5 の 2 項分布 
 

 

0 1 2 3 4
0

0.1

0.2

0.3

0.4

――――――――― 18 ――――――――― 

【宿題】 
タコの Paul 氏の 2010 年 FIFA ワールドカッ

プでの活躍について、推測統計の観点から論

じよ。 
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2011.10.27 授業資料 

比較現代日本論研究演習 III / 現代日本論演習 (田中重人) 

 
表 1 性別と性別による不公平感との関連 

性別による不公平   
性別 

「大いにある」 「少しはある」 「ない」 合計 （人）

男性 36.0  50.5  13.5  100.0 (111) 

女性 27.3  56.8  15.9  100.0 (132) 

合計 31.3  53.9  14.8  100.0 (243) 

Cramer's V=0.094. p < 0.05 無回答=7.

 
 

表 2 県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる比率の男女差 

性別 ％ (人)

男性 46.0 (113)

女性 27.6 (134)

合計 36.0 (247)

φ=0.191*． 無回答=3．

*: 5％水準で有意. 

 
 

表 3  生活全般満足度の男女差 (1) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

η＝0.198.  p < 0.05. 

 

表 4  生活全般満足度の男女差 (2) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

                    η＝0.198*.  *: 5%水準で有意. 

  

 
 

表 5  性別役割意識の男女差 (1) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086.  p > 0.05.  無回答＝７. 

 

 

表 6  性別役割意識の男女差 (2) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086ns.  ns: 5%水準で非有意. 

                                    無回答＝７. 
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表1　自分にとって大切なこと

家族の信頼・尊敬を得ること　(y)
1 2 3 4

1. そう思う 13 1 0 1 15
(5.4) (0.4) (0.0) (0.4) (6.3)

2. どちらかといえばそう思う 35 12 2 0 49
(14.6) (5.0) (0.8) (0.0) (20.5)

3. どちらかといえばそう思わない 79 37 9 0 125
(33.1) (15.5) (3.8) (0.0) (52.3)

4. そう思わない 32 15 3 0 50
(13.4) (6.3) (1.3) (0.0) (20.9)

合計 159 65 14 1 239
(66.5) (27.2) (5.9) (0.4) (100.0)

度数　（全体％） を示す。

平均値の差=1.48 (x=2.88, y=1.40), p<0.01 (対応のあるｔ検定による)。r=0.073。 対応のあるt検定の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (符号検定)。 符号検定の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (80％を基準とする2項検定、x=yケースを含む)。 2項検定 (x=yケース含む) の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (80％を基準とする2項検定、x=yケースを除く)。 2項検定 (x=yケース除く) の場合

合計高い地位を得ること(x)



表2　自分にとって大切なこと 表3　自分にとって大切なこと

平均 SD N (％)

高い地位を得ること 2.88 0.81 x>y 201 (84.1)
家族の信頼・尊敬を得ること 1.40 0.62 x=y 34 (13.6)
平均値の差=1.48, p<0.01 (対応のあるｔ検定による)。r=0.073。N=239。 x<y 4 (1.7)

合計 239 (100.0)

x:　高い地位を得ること, y: 家族の信頼・尊敬を得ること。

 p>0.05 (x>yケース80％を基準とする2項検定)。



――――――――― 1 ――――――――― 
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第 11 回「多変量解析入門」(田中重人)  
1.  多変量解析とは 

2. 因果関係の設定 

3. 第 3 変数の統制 

4.  一般線型モデル 

 

――――――――― 2 ――――――――― 

【多変量解析とは】 
3 つ以上の変数をつかう分析法 

● 類似関係型 
因子分析, クラスター分析など 
似た変数同士をまとめる(潜在因子の抽出) 

● 因果関係型 

回帰分析, 分散分析, 一般線型モデル…… 

(大野, 1998, p.48–56) 

――――――――― 3 ――――――――― 

【因果関係型の分析】 

従属変数 (dependent variable) 

  結果になる変数 (ひとつ)：目的変数とも 

 

独立変数 (independent variables) 

  原因になる変数 (複数可)：説明変数とも 

 

従属変数と独立変数は、しばしば Y と X であらわされる 

――――――――― 4 ――――――――― 

   【課題 1】 
Q39g (……指導者や専門家……) と 

Q1_1a (満年齢), Q6_1(学歴) の関連を確認 

 

→ どのようなことがいえそうか? 
 

※学歴は 3 分割： 

初等 (1,2,12); 中等 (3-5,13); 高等 (その他) 

――――――――― 5 ――――――――― 

２変数での分析 
独立変数 X         Y 従属変数 

             

背後の因果構造 
X         Y       X         Y     
 
 

Z (媒介効果)        Z (擬似相関)  
(教科書 p. 87)

――――――――― 6 ――――――――― 

 【第 3 変数の統制】 

Control 
ある変数の効果を「一定に保った」状態を 
つくったうえで、別の変数の効果を推定する 

 

たとえば： データセットを学歴で 3 分割して、

年齢と Q39g との相関分析 

――――――――― 7 ――――――――― 

【一般線型モデル】 

「分析」→「一般線型モデル」→「1 変量」 

従属変数=  Q39g 

固定因子= 学歴 (3 分割) 

共変量  = 満年齢 

「オプション」で 
「記述統計」「パラメータ推定値」を指定 

――――――――― 8 ――――――――― 

【パラメータ推定値を読む】 

Q39g の値は、つぎの式で近似できる： 
初等教育： 

Q39g = 切片 +  B1X1 +  B2X2  

中等教育： 
Q39g = 切片 +  B1X1 +  B3X3 

高等教育： 
Q39g = 切片 +  B1X1 

――――――――― 9 ――――――――― 

【課題 2】 
上記の一般線型モデルを変形して、年齢だけ、学歴だけを

独立変数とする分析をそれぞれおこなう。 

結果を印刷し、パラメータ推定値を比較して、なにがわか

るかを考察。 

【文献】 
大野高裕 (1998)『多変量解析入門』同友館． 

三土修平 (1997)『初歩からの多変量統計』日本評論社．  
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